




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































■lNo． 容積 内装 内装 外装 外装
梱包形態 増加率 材料費 工賃 材料費 工賃 計＝ （％） （円） （円） （円） （円） （円）
　　i1個当数量1り梱包
■費（円）



































































































































































































































































































































































































































































































































































































保険条件 分損不担保 分損不担保＝，投荷輸送用具 波ざらい危険担保
（イ）汽船積みの場合 100銭1ユO銭
（口〕機帆船積みの場合 150銭170銭
¢w）o両方がある場合 110銭125銭
口　破損，まがり，へこみ担保
　i．　割増は自由裁量とするが，コソテナ1個につき10劣以上または5，000
　　　円以上のいずれか大きい額のExcess条項付きとする。ただし，Excess
　　　の上隈は36，000円とする（FPA事故による破損等には，Excess条項
　　　は適用されない）。
　　ii．　「分損不担保，スリソグ危険担保」というように一部の期間のみにつ
　　　き破損等を担保するような引受けは行なわない。
ハ　コソテナ1個ごとの盗難危険担保
　　割増　10銭（盗難危険のみに限定し，紛失は不担保）
注　主とLてコンテナ専用船に積載されるI　SO規格の大型コンテナについては別途適
　用料率特認o
　　（特認例）　商船三井近海樽前山丸2，600G／T106個積載（hold：78個；deck：28
　　個）積I　S　O規格（8×8x20フィート）コンテナ自体の料率
586
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　　分損不担保（80銭），投荷波ざらい危険担保（10銭），盗難危険担保（10銭）
（7）Separate　Insuranceの規定
　　コソテナ1個ご三の別保険特別約款（暫定）を適用のこととする。
　　rこの保険契約においては，コソテナ1個ごとに各別三こ保険を付けたもの
　とみなす。」
　　　目本国内陸上輸送用コンテナ自体の運送保険の引受方式および料率
（1）輸送用具
　　鉄道，貨物自動車，日本国有鉄道宇高連絡船，同青函連絡船および自動車
■航送船
（2）保険条項および料率
　イ　分損不担保　90銭
　口　破損，まがり，へこみ担保＝
　　前記内航コソテナ自体の場合と同様とする。
　ハ　コソテナ1個ごとの盗難危険担保割増　10銭
（3）その他
　前記内航コソテナ自体の取決めを準用する。
　　　〔別記〕中古品コンテナ料率
　　　新品価額に対する割合　　　　　　分担不担保
　　　　　100％　　　　　　　　　　　　100銭
　　　　　100％未満90％以上　　　　　　　106〃
　　　　　90　　〃　　80　　”　　　　　　　　　　　　　　113　〃
　　　　　80　　〃　　70　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　121　〃
　　　　　70　　〃　　60　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　133　〃
　　　　　60　　〃　　50　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　150　〃
　　　　　50　　〃　　40　　〃　　　　　　　　　　　　　　　（175）〃
　　　　　40　　〃　　30　　〃　　　　　　　　　　　　　（217）”
　　　　　30　　〃　　20　　〃　　　　　　　　　　　　　　　（300）〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　587
96
　　　　　20　　〃　　10　　〃　　　　　、　　　　　　　　　（550）”
　　　　　10％未満
注（1）千代田火災・コンテナトビックスNα30（45．2，9）に拠るo
I▽　コンテナ船の保険
　コソテナそれ自体と異なって，コンテナ専用船の建造については・ほとんど
国際的・国内的な特別の統一的規則もなく・個々の場合に・各国の船級協会の
指示を仰いでいるにすぎない。
　保険面においても，コソテナ船に関する特別の担保条件も適用料率もなく，
在来船と同様の付保が行たわれている。
　しかしながら，コンテナリゼーシ目ソは船舶保険の分野にも種々の間題を提
起しており，コンテナ船の保険引受に当って保険者はなお一層の検討を要する
ものと思われ肌しかも，例えぱ，フル・コソテナ船の場合，1隻当りの建造
費はコソテナ500個積み，16ノットで12億9，500万円，21ノットで16億8，000万
円，コソテナ1，000個積み，16ノットで18億9，500万円，21ノットで23億3，000
万円というぽう大な額が見積られており，ωコ：■テナ船の損害は保険著に多大
の影響を与えるため，保険面で特別の配慮が必要とたろう。
　まず，その構造上当然予測されるように，コソテナが甲板に積付げられた場
合の，風波の船舶に及ぼす作用は，船舶の転覆の危険を増大させるほどに危険
なものであ乱特に，在来型貨物船やセミ・コソテナ船には安定装置をそなえ
たものが少なく，従って，大量の甲板積みコソテナと強力な風波の作用から船
舶の転覆を防ぐためにぽ，船舶自体の構造，特にrudderや，コソテナの甲板
への積付げのなお一層の研究改良が必要であると思われる。特に北半球におけ
る40フィート型コソテナの甲板への積付げには多くの問題が残されている。｛到
　さらに，既述のように，コンテナ専用船は普通本船に荷役設備（self㎜10ad－
i㎎equipments）を持たない。従って，例えばコンテナ船が航海中に座礁し，
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火炎に罹り，或は戦争危険担保の場合において魚雷の攻撃を受けた場合等には，
離礁や消火のための荷操り，投荷またはコソテナの積替え等の処置が行なえず，
救助作業が極めて困難である。現在就航中のコソテナ船の中には本船に荷役設
備を備えているものもあるが，荒天や座礁等による船体の傾斜たど海難特有の
悪条件の下では，それらは無いも同然である。一31
　また，コソテナ積付けの都合上，コソテナ船は（特に最近多く見られるrol1－
On／rOll－0丘式の場合には）在来船に比ぺて胎口が広く，また内部もセル構造と
なっている（ce11ular　shiPである）ため，海水・雨水の侵入は一層急速かつ多
量で，暴風雨中や船底に孔が開いた場合には在来船に比べて沈没・難波の危険
性は高く，火災の拡夫を防ぐ隔壁カ沙ないため大火になるおそれがあり，また
座礁や衝突によってセル構造が破壊されたときには，いかに優秀な荷役設傭が
設置されていても，ほとんど無意味である。倒
　また，コソテナ船の絶対数が少なく，代替船を仕立てることが困難なため
に，コンテナ船の修繕中の不稼動損失もばく犬なものとたろう。㈲
　以上簡単に見ただけでも，コンテナ専用船は在来船に比べて巨額の損害が発
生する危険性の高いことが分かる。
　ついでながら，現行の船舶保険にあっては，船舶の属具は船舶自体に含まれ
るため船主の所有に属するコソテナについては，本船属具として船舶保険に含
まれると解されるおそれがあるため，船舶保険上，船舶自体にコソテナを含ま
ない旨の明示の規定が必要となるかも知れない。⑥
注（1）中酉睦・目本のコンテナリゼーシ目ン45頁。
　（2）　Fairplay，1Feb。，1968一
　（3）谷川久等・前掲書64頁。
　（4）同上64耳o
　（5）加藤修・コンテナ船の発達と海上保険の将来（「損害保険研究」第32巻第1号所
　　載）。
　（6）戸出・前掲書81頁o
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VThroughTransitP．＆I，C1ub
　コソテナ輸送が“door　to　door”の通し一貫輸送を目指すものである以上，
荷主に対する運送人の損害賠賞責任をある一人の運送人た集中し，併せて全運
送区間を通じて同一責任原則を適用する対荷主全運送区間単一かつ同一責任方
式が最もふさわしい責任形態であるが，ωかかる責任制度乃至は形態の実現の
ためには，各運送人間の内部求償1間題が解決され，一層重くなる運送人の責任
の保険面での救済という裏付げがなけれぼならない。
　そこで，このコンテナによる一貫輸送に伴なうコソテナー貫運送人（または
運営人一thm㎎ht・・nsitoper・tOr）の責任について救済を与えるべく，1968年
6月に，まず英国で相互保険組合が設立された。これがThrough　Transit
Marine　Mutual　Association　Ltd．で，一般にThrough　Transit　P．＆I，Club
と呼ばれるところの，従来から存在するPrOtectiOn＆Indemnityαub（船
主責任相互保険組合）と類似の保険組織であり，実際の運営には，United
Kingdom　P。＆I．Club，WestofEnglandP＝＆I．Glub，Standard　P．＆I．Club
という英国の著名なP。＆I．Clubが連帯して参画している。
　これは，コソテナ輸送に関する限り・陸海空輸送のいずれであるとを問わず，
運送人（または運営人）が荷主や第三者に対して負担する一切の責任を以下に
示すように担保するものである。一勃
　1　コソテナ詰め貨物の損傷に対する責任
　　a　損傷貨物または無価値な貨物の荷卸・処分に伴って被る回収不能の特
　　　別超遇費用を含む。
　　b　Clubの理事会の承認がない限り下記による責任を除く。
　　　イ　貨物輸送開始の遅延・不能，貨物引渡の遅延，引渡地以外における
　　　　輸送終了・打切，引渡地輸送拒否によって生ずる責任
　　　口　理事会が書面で了承した所定の条件を充足せずに輸送される有価証
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　　　券，貨紙幣，貴金属，宝石，貴重品等の損傷に対する責任
2　コソテナ自体の損傷
　　a　コンテナの滅失損傷はAl1Risksの条件で担保されるが，コソテナ
　　　自体の欠陥，性質，自然消耗に因る損傷および費用を除く。
　　b　所有コンテナについては，損傷時のコソテナ自体の価額または合理的
　　な修繕費を填補する。
　　C　賃借コソテナについては，所有者に対する賠償責任額またはコ1■テナ
　　　白体の価額のうち，いずれか低い方の額を填補する。
　　d　他人への貸出中および本来の業務以外に使用されている間のコ：■テナ
　　　自体の損傷については，特に理事会の承認ある場合を除き填補されない。
。3　貨物または弓ソテナの輸送，使用に因って定着物または移動物に与えた
　損傷に対する責任
　　a　ただし，契約に基づく賠賞責任については，特に理事会の承認ある場
　　合を除き填補されない。
　　b　陸上車靹（トレーラーを除く）の組合員またはその使用人による所有，
　　運転，維持，、使用に因って生じた責任については填補されたい。
4　貨物またはコソテナの輸送，使用によって生ずる人命損傷に対する責任
　　（入院，治療，葬儀費用を含む）。
　　a　ただし，使用人の人命損傷に対する責任，契約に基づく責任（理事会
　　　の事前の承認ある場合を除く），および陸上の率靹の所有，運転，維持，
　　使用に困って生じた責任については填補されない。
　　　コンテナ詰め貨物の回収不能の共同海損分担額および救助料
　　　コソテナ自体の共同海損分担額および救助料
　　損傷コソテナの引上げ，撤去等に要する費用
　　a　撤去等に要する費用か宇救助されたコソテすの価額を羊引いた残額に
　　ついて填補され・無損傷コ：■テナの撤去等に要した費用については填補
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　591
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　　　されない。
　8　検疫ならびに消毒に要する費用
　　a　この費用を第三者に求償できる場合，および組合員によって貨物運送
　　　が行なわれた場合には填補されない。
　9　関税法規，移民法規等の違反に対する罰金
　　a　ただし，違法貿易に従事したことにより，および過積みにより賦課さ
　　　れた罰金については填捕されない。
　10訴訟関係費用
　　a　ただし，理事会の承認を要する。
　11法律関係費用
　保険料については，輸送船舶，コソテナ稼動数，集積額，輸送貨物の価額・
数量などの輸送規模，危険度合の諸要素を勘案して妥当と見積られた保険料よ
り若干低額が年初に支払われ，当該年度のC1ubの成績のいかんによって保険
料の追鐵または払戻しが行なわれる。
　このC1ubには，現在すでにAt1antic　Container　Lineや目本の一大手船
杜など20にのぽる船会杜の加盟が伝えられており，今後も，コソテナ輸送が進
展し，コソテナ詰め貨物に対する運送人の責任が拡大するにつれて，コソテナ
運送人が他の各種の責任と共に，through　transit　B／Lに基づくコンテナ詰め
貨物の損傷責任をも一括して，このC1ubに担保を求めることが多くなるもの
と思われ，帽〕後述する日本の保険会杜の提傑するrコソテナ保険」との競合も
十分に予想されるところである。
注（1〕千代岡火災・コンテナトピヅクスNo．13（μ．1．1）。
　（2〕この部分の記述は，千代田火災・前掲プリントNo．6（43．7．11）およぴ谷川等・
　　前掲書65～67頁に全面的に依拠した。
　（3）千代閏火災・前掲プリント3頁。
w　本邦における「所謂コンテナ保険」
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　わが国においても，損害保険会杜はコンテナ輸送の発展に伴なう各種の新し
いリスクと前述のThrough　Transit　P．＆I．Clubの付保方式を十分検討して
コンテナ運送人の必要とする保険を包括的に担保すべく，1969年4月から，貨
物保険の分野で，しかも本邦海運中核六杜を主たる対象として所謂rコソテナ
保険」を提供するに至ったが，その担保内容は前述のP．＆I．αubに十分対抗
できるものであり，料率面でも現行コソテナ自体の物保険の料率や現行賠償1責
任保険の料率を緯持して来た。
　これは，今年4月まで次の三種を軸として引受を行なって来た。
　（1）コソテナ自体の物保険（C㎝tainer　Itself　Insurance）
　（2）コソテナ所有者（賃借人）の第三者に対する賠償1責任保険（C㎝tainer
　　Owner’s　Third　Party　LiabiIity工nsurance）
　（3）コソテナ所有者（賃借人）である運送人のコソテナ詰め貨物に対する賠
　　償責任保険（C㎝taine・0pe．ator’s　Ca．go　IndeImity　Insu．ance）
　さらに，上記3本の柱を軸とし，上記（1）（2）の保険を併せ保険に付していた場
合，または（1）（2）（3）の保険を同時に付していた場合に提供する次の特別約款があ
るo
　（4）残騒除去，検疫および消毒の費用を担保する特別約款（Sp・ci・1α・u…
　　for　Wreck　Remova1，Disinfection　and　Quarantine　Expenses）
　（1）のContainer　Itse1f　Insuranceは・既述のように・（2）rコソテナ所有者
（賃借人）の第三者に対する賠償1責任保険」（Containe・Owne・’s　Third　Party
Liability　Insurance）および（3）「コソテナ所有者（賃借人）である運送人のコソ
テナ詰め貨物に対する賠償責任保険」（C㎝taine・0pe・atOr’s　Ca・gO　Indemnity
Insurance）締結の前提となる保険であって，実際上は，Con屹iner　ItseIf　Insur・
ance　Clauses－Time（All　Risks）および同（Total　Loss　caused　by　All　Risks）
によって引受げられていたが，これは今年4月より原則としてInstitute　COn－
tainer　C1auses－Time（An　Risks）および同（TotaI　Loss，G㎝eraI　Average，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　593
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Salvage，Salvage　Charges，Sue　and　LabOur）にとって代られていることを，あ
らためて記しておく。
　（2）のContainer　Owner’s　Third　Party　Liabi1ity　Insurance　Clauses　は，・
コ：■テナ自体の物保険に付随して引受けられる特別約款の1つであって，
　（乱）被保険老がコンテナの所有老として（賃借コソテナの場合にはコシテナ
　　の管理者として），コソテナ輸送にかかわる事故の結果生ずる人命死傷ま
　　たは第三者の財産の滅失・損傷に対して，事故発生の場所で行なわれる法
　　律によって課せられる賠償1責任額，
　（b）他の当事老に対する損害賠償請求権の保存または行使，およびその他の
　　損害防止行為に要する費用，
　（o）保険者の依頼に基づき保険老に協力することによって要する費用，
　＠）保険者の書面による同意を得た訴訟の関係費用，
を一定の条件の下に填補するものである。
　（3）のContainer　OPerator’s　Cargo　Indemnity　Insurance　Clausesは，同
様に，コンテナ自体の物保険に付随して引受けられ，物保険のpOlicyの特約
として添付されるものであって，
　（乱）被保険者によってまたは被保険者のために，保険証券記載のコンテナに
　　詰めて，運送される予定の，または運送中のまたは既に運送された貨物の
　　滅失・損膓について法律上課せられた荷主に対する賠償責任額・
　（劫　保険証券に添付されたB／Lに基づく賠償責任額，
一（e）他の当事者に対する損害賠償誇求権の保存または行使，およびその他の
　　損害防止行為に要する費用，
、倶）保険者の依頼に基づき保険者に協力することによって要する費用，
　（e）保険者の書面による同意を得た訴訟の関係費用，
　（f）保険証券記載のコンテナに詰込まれた貨物に課せられた共同海損分担額
　　または救助料にして，被保険者が法律上荷主に賠償義務のあるものまだは
　594
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　　被保険者が運送契約違反のみの理由によって法律上荷主から回収しえない
　　もの，
（割　運送契約書記載の高価品（va1uable　g00ds）の損害・費用・共同海損分
　　担額および救助料（ただし，保険者の書面による同意と追って協定される
　　割増保険料の支払いを条件とする。），
　（b　高価品以外の貨物の場合には運送契約書に記載された責任限度額を超え
　　る価額に対する損害，費用，共同海損分担額または救助料（ただし・保険者
　　の書面による同意と追って協定される割増保険料の支払いを条件とする）・
を一定の条件の下に填補するものである。
（4）のSpecia1C1auses　for　Wreck　Removal，Disinfecdon　and　Quarantine
Expensesは，コソテナ自体の物保険とContainer　Owner’s　Third　Party
Liabi1ity　Insuranceを保険に付していればコンテナ自体の除去および検疫消
毒費用を填補し，さらに上の2つの保険に加えてCOntainer　OperatOr’s　Cargo
Indemnity　Insuranceを併せ保険に付している場合にはコソテナ詰め貨物の
検疫および消毒の費用をも填補する特約である。
V皿　お　わ　り　に
　海上コソテナ輸送におげるここ数年来の薯しい技術的発展の結果，国の内外
を問わず，これに関する鰺しい数の著書・論文或は雑誌が公刊されており・こ
のコソテナ革命（COntainer　reVO1utiOn）サこ基づくこの情報の氾濫は，欧米にお
いて“cOntainer　exp10siOn”．なる新語さえも生み出している。ωしかるに，
海上コソテナ輸送に係る保険の分野におげる，保険固有の問題に言及した文献
は比較的少ない。この分野，就中コソテナ詰め貨物の保険に関してものを書い
ても，それは，未知の要素が多いためにこの分野の実務および学問研究が未開
拓であり，或はこの新しい輸送技術に必要な関係当事老相互間の新たな慣行の
樹立・検討が遅れており，或は過渡的段階にとどまっている現時点では，単な
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る習作か空想論に過ぎず，実務や法律関係が刻一刻と変る状況の下では，単た
る時事間題の解説に過ぎないと思われる。海上保険は元来事実に先行するもの
ではない。事実が先行し，一般化し，試行錯誤の経験を積み重ねた後に，はじ
めてその事実は合理的たものとして制度化され得るのである。
　コソテナの保険についてみてもまた然りであって，コソテナ法制の確立とコ
ソテナ輸送の経験の蓄積‘2〕という事実がなげれば，個々の問題は別としても，
合理的な危険の測定に基づいて契約当事者集団に普遍的に適用され，法律上彼
らを合理的に拘束する規則なり保証たりを生み出すことはできない。
　従って，本稿では，海上コソテナ輸送に係る保険の分野において現在提起さ
れている問題やこれまでの事態の推移を，コンテナ諸め貨物の保険を中心に，
既刊の書物を通して一部垣間見たに遇ぎない。従つて，本稿は論文ではなく，
資料の紹介である。先輩諸氏の文猷を引用させていただいたことを表心より御
礼申し上げたいと思う。
注（1〕　UBIQUE，The　Container　Revo1ution　and　Marine　Insurance　p．1．
　（2）大阪商船三井船舶海法実務研究会・コンテナによる国際複合運送におげる通し運
　送証券の現状と将来（r海運」第475号）24頁，京田友正・コンテナ貨物保険の問題点
　（「海運」第479号）32頁，高村編・前掲書258頁，戸出・前掲書61頁。
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